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新たな議会構成で始動

議
長
・
副
議
長

就
任
の
御
挨
拶

　令和７年第３回定例議会の初日（９月３日）に、議長・副議長の改選が行われ、

議長に鑓田 貴俊議員、副議長に原田 教光議員が選出されました。 

　また、各常任委員会、議会運営委員会、特別委員会の委員が決まり、各委員会

の委員長・副委員長が互選されたほか、一部事務組合議会議員などが選任されました。

　今後も全議員が町政発展のため全力で取り組んでいきます。 

　

こ
の
度
、
令
和
７
年
９
月
定
例
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
議

　

こ
の
度
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令
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７
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９
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定
例
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
議

員
各
位
の
ご
推
挙
を
賜
り
、
副
議
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

員
各
位
の
ご
推
挙
を
賜
り
、
副
議
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
改

身
に
余
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光
栄
で
あ
る
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も
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そ
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任
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重
さ
を
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め
て
痛
感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今

め
て
痛
感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今

後
は
議
長
を
支
え
る
立
場
と
し
て
、
円
滑
か
つ
公
正
な
議
会

後
は
議
長
を
支
え
る
立
場
と
し
て
、
円
滑
か
つ
公
正
な
議
会

運
営
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

運
営
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

わ
が
国
は
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
大
き
な
課
題
を

　

わ
が
国
は
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
大
き
な
課
題
を

抱
え
て
お
り
、
本
町
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
、

抱
え
て
お
り
、
本
町
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
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機
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か
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。
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取
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「
未
来
に
向
け
た
よ
り
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い
ま
ち
づ
く
り
」の
実
現
に
取
り
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、
町
民
の
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、
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に
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組
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、
町
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で
ご
ざ
い
ま
す
。
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を
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り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
副
議
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
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。
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き

　

こ
の
た
び
、
９
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
定
例
議
会
に
お
き

ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
第

ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
第
5151
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長

代
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長

に
就
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せ
て
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た
だ
き
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し
た
。
こ
こ
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に
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る
光
栄

に
就
任
さ
せ
て
い
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だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
身
に
余
る
光
栄

と
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
改
め
て
そ
の
責
任
の
重
さ

と
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
改
め
て
そ
の
責
任
の
重
さ

を
痛
感
し
て
い
る
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で
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。

を
痛
感
し
て
い
る
次
第
で
す
。
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ま
町
の
現
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す
と
、
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高
騰

　

い
ま
町
の
現
状
を
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ま
す
と
、
少
子
高
齢
化
や
物
価
高
騰
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と
し
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生
活
の
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し
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が
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、
様
々
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課

な
ど
依
然
と
し
て
生
活
の
厳
し
さ
が
増
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な
か
、
様
々
な
課

題
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将
来
に
向
か
っ
て
山
積
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

題
が
将
来
に
向
か
っ
て
山
積
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
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よ
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な
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運
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は
も
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よ
り
、
二
元

　

そ
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よ
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も
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よ
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二
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代
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制
の
一
翼
担
う
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会
と
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
負
託

代
表
制
の
一
翼
担
う
議
会
と
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
負
託

に
応
え
る
べ
く
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
、
誠
心
誠
意
、

に
応
え
る
べ
く
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
、
誠
心
誠
意
、

そ
の
職
責
を
果
た
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
職
責
を
果
た
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
お
声
に
耳
を
傾
け
、
ご
期

　

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
お
声
に
耳
を
傾
け
、
ご
期

待
に
応
え
ら
れ
ま
す
よ
う
、
議
会
全
員
で
努
力
し
て
ま
い
り

待
に
応
え
ら
れ
ま
す
よ
う
、
議
会
全
員
で
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

た
だ
き
ま
す
。

議長　議長　鑓田　貴俊鑓田　貴俊

副議長　副議長　原田　教光原田　教光
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常任委員会委員の紹介
総務経済常任委員会文教民生常任委員会

（
右
か
ら
）

委　
　

員 

松
井
由
美
子

委　
　

員 

原
田　

教
光

副
委
員
長 

古
川　
　

徹

委　
　

員 

中
村　

義
則

委
員
長 

小
川　

浩
安

委　
　

員 

内
山　

菊
敏

委　
　

員 

細
田　

一
男

（
右
か
ら
）

委　
　

員 

小
野
谷
元
伸

委　
　

員 

阿
井　

賢
一

副
委
員
長 

西
村　

み
ほ

委　
　

員 

髙
　
　

功

委
員
長 

善
塔　

道
代

委　
　

員 

鑓
田　

貴
俊

委　
　

員 

谷
川　

優
子

　

議
会
の
運
営
や
会
議
規
則
、
委
員
会
条
例

な
ど
に
関
す
る
こ
と
を
協
議
し
ま
す
。

◎
委
員
長 

中
村　

義
則

○
副
委
員
長 

小
川　

浩
安

　

委　
　

員 

髙
　
　

功
、
細
田　

一
男

 

善
塔　

道
代
、
古
川　
　

徹

　

町
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
時
代

に
即
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
、
議
会
運
営
の

改
善
を
行
い
ま
す
。

◎
委
員
長 

髙
　
　

功

○
副
委
員
長 

古
川　
　

徹

　

委　
　

員 

細
田　

一
男
、
善
塔　

道
代

 

中
村　

義
則

東
金
市
外
三
市
町
清
掃
組
合
議
会
議
員

　

古
川　
　

徹

　

小
川　

浩
安

山
武
郡
市
広
域
水
道
企
業
団
議
会
議
員

　

細
田　

一
男

（
規
約
第
６
条
第
２
項
本
文
に
か
か
る
議
員
）

　

中
村　

義
則

（
規
約
第
６
条
第
２
項
た
だ
し
書
き
に
か
か
る
議
員
）

千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員

　

原
田　

教
光

監
査
委
員

　

内
山　

菊
敏

議会運営
委員会

議会改革推進
特別委員会

議会選出の
一部事務組合議会
議員・監査委員

　

文
教
民
生
常
任
委
員

会
は
、
主
に
行
政
部
門

に
お
け
る「
教
育
委
員

会
」「
健
康
福
祉
課
」「
社

会
福
祉
課
」「
住
民
課
」

「
税
務
課
」の
所
管
業
務

　

総
務
経
済
常
任
委
員

会
は
、
主
に
行
政
部
門

に
お
け
る「
総
務
課
」「
企

画
政
策
課
」「
財
政
課
」

「
農
林
水
産
課
」「
商
工

観
光
課
」「
ま
ち
づ
く

り
課
」「
ガ
ス
課
」
の
所

管
業
務
に
関
す
る
事
務

の
調
査
及
び
議
案
や
請

願
、
陳
情
な
ど
の
審
査

を
行
い
ま
す
。

　

主
な
取
り
組
み
と
し

て
、
防
災
・
防
犯
、
町

の
総
合
計
画
、
農
漁
業

及
び
商
業
の
発
展
、
環

境
美
化
な
ど
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ

く
り
を
念
頭
に
、調
査
・

活
動
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

に
属
す
る
事
務
の
調
査

及
び
議
案
や
請
願
、
陳

情
な
ど
の
審
査
を
行
い

ま
す
。

　

人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
が
進
む
中
で
の
、

学
校
教
育
、
子
育
て
支

援
、
社
会
福
祉
の
充
実
、

ま
た
、
国
民
健
康
保
険

や
後
期
高
齢
者
医
療
、

国
民
年
金
な
ど
を
審
議

し
て
お
り
ま
す
。
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前年度と比較した主な増減理由

40254025万円万円のの黒字決算黒字決算
歳 入 69億3137万円

【令和5年度 66億6297万円】
(対前年度比 ＋2億6840万円)

歳 出 66億8402万円
【令和5年度 63億3597万円】
(対前年度比 ＋3億4805万円)

繰入金　2億699万円の増
令和6年度決算額　3億5015万円
（令和5年度決算額 1億4316万円）
財政調整基金繰入金等の増

消防費　1億2063万円の増
令和6年度決算額　4億9705万円
(令和5年度決算額　3億7642万円)
旧作田保育所解体工事等の増

教育総務費　7947万円の増
令和6年度決算額　2億3277万円
(令和5年度決算額　1億5330万円)
学校施設建設事業等の増

保健衛生費　7678万円の減
令和6年度決算額　3億7967万円
(令和5年度決算額　4億5645万円)
新型コロナウイルスワクチン接種事業等の減

徴税費　1億934万円の増
令和6年度決算額　1億9272万円
(令和5年度決算額　8339万円)
定額減税調整給付金等の増

町税　9074万円の減
令和6年度決算額　14億2063万円
(令和5年度決算額　15億1137万円）
定額減税等による町民税等の減

地方交付税　8530万円の増
令和6年度決算額　24億421万円
(令和5年度決算額　23億1891万円）
普通交付税の増

町債　1億1170万円の増
令和6年度決算額　2億7370万円
(令和5年度決算額　1億6200万円)
緊急防災・減災事業等の増
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会　計　名 歳入 歳出 差引額 繰越額

一　般　会　計 69億3137万円 66億8402万5千円 2億4734万5千円 708万8千円

【特別会計】

 給食事業会計 1億3884万8千円 1億3884万8千円 0 0

 国民健康保険会計 20億6139万3千円 20億1130万8千円 5008万5千円 0

 後期高齢者医療会計 2億7842万4千円 2億7560万6千円 281万8千円 0

 介護保険会計 20億6879万1千円 20億1681万3千円 5197万8千円 0

 病院事業会計 3億3912万4千円 3億3912万4千円 0 0

【企業会計】

農業集落排水事業会計

 収益的収入及び支出 1億5307万3千円 1億4590万8千円 716万5千円 0

 資本的収入及び支出 1億376万9千円 1億847万7千円 ▲470万8千円 0

ガス事業会計

 収益的収入及び支出 3億8179万2千円 3億8337万3千円 ▲158万1千円 0

 資本的収入及び支出 0円 5382万7千円 ※▲5382万7千円 0

▲はマイナス
※ 資本的収入額が資本的支出額に不足する額5382万7千円は、過年度分損益勘定留保資金、当年度分消費税及び地方消費
税資本的収支調整額で補てんしました。

各会計の決算状況

実質収支　実質収支　22億億令和
6年
度

一
般
会
計

決算
認定
‼

地方交付税

国庫支出金

県支出金

町債

その他（依存財源）

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

諸支出金

歳　入 歳　出

令和6年度決算（主要な自主財源）

町税 14億2063万円
（対前年比 ▲9074万円）

主だった内訳

町民税

個人 5億5469万円
（対前年比 ▲7324万円）

法人 5339万円
（対前年比 ▲966万円）

固定資産税 6億4701万円
（対前年比 ▲206万円）

町税

繰入金

その他（自主財源）

●自主財源　36.6％
8508万円8508万円

12億3608万円12億3608万円

20億7588万円20億7588万円

6億2153万円6億2153万円

2億8734万円2億8734万円

1億8583万円1億8583万円

3億1071万円3億1071万円

4億9705万円4億9705万円

6億1227万円6億1227万円

943万円943万円

5億7459万円5億7459万円

1億8823万円1億8823万円

1.3%1.3%

18.5%18.5%

31.1%31.1%

9.3%9.3%

4.3%4.3%

2.8%2.8%

4.64.6%%

7.47.4%%

9.2%9.2%

0.1%0.1%

8.6%8.6%

2.8%2.8%

24億421万円24億421万円

7億5864万円7億5864万円

3億8269万円3億8269万円

2億7370万円2億7370万円

5億7645万円5億7645万円

14億2063万円14億2063万円

3億5015万円3億5015万円

7億6490万円7億6490万円

34.7%34.7%

10.9%10.9%

5.55.5%%

4.04.0%%

8.38.3%%

20.5%20.5%

5.1%5.1%

11.011.0%%

●依存財源　63.4％

九十九里町議会だより№26　令和7年12月1日5



小中学校給食費を無償化しました。

第８分団第３部に配備している消防自動車を更新し
ました。

学校給食費無償化事業学校給食費無償化事業

消防自動車消防自動車

中央公民館照明改修工事・中央公民館照明改修工事・
舞台吊物等改修工事舞台吊物等改修工事

空家等実態調査業務委託料空家等実態調査業務委託料

中央公民館の照明や舞台吊物等を改修工事しまし
た。

空家等対策計画の策定に必要な実態把握調査を実施
しました。

財源： 　国　 239万円財源： 　国　 239万円
　県　 150万円　県　 150万円
　町　 211万円　町　 211万円

財源： 　県　 47万円財源： 　県　 47万円
地方債 1890万円地方債 1890万円
　町　 8万円　町　 8万円

財源：　町　 2882万円財源：　町　 2882万円 財源： 地方債 930万円財源： 地方債 930万円
　町　 717万円　町　 717万円

1945
万円

文教民生常任委員会文教民生常任委員会

Q. 小学校費の校務支援システム借上料（3,642,210円）、中
学校費の校務支援システム借上料（1,214,070円）を導入
した効果は。

A. 【教育委員会】令和6年4月から本格稼働し、児童生徒の出
欠情報から成績に至るまで様々なデータが管理でき、学期
末の通知表作成時や学年末における生徒指導要録等作成
時においてデータ整理が容易になりました。働き方改革の
観点から見ても効果はあると考えております。

Q. 軽自動車税の徴収率が前年度比で0.82％上がっているが、
理由は。

A. 【税務課】督促状を送付後に、早期の電話での納付確認を行
うなど徴収率向上に向け対策を行っております。

Q. 健康増進事業補助金84万円が県より補助されております
が、事業の内容と対象者の受診人数は。

A. 【健康福祉課】本補助金の対象事業は肝炎ウイルス検診・健
康増進法による健康診査（生活保護受給者対象分）・節目年
齢に実施する歯周疾患検診・前立腺がん検診等に対する経
費について県から補助され、補助率は2/3となります。
　令和6年度の受診者数は肝炎ウイルス174名、健康診
査10名、肝炎ウイルス検診174名、歯周疾患検診23名、
前立腺がん検診423名です。

文教民生常任委員会

2882
万円

600
万円

1647
万円

各常任委員会で令和６年度　   　決算について調査をしました 　決算について調査をしました

議会が注目した事業を紹介 しますします ― このような事業に財源が使われました ―― このような事業に財源が使われました ―

九十九里町議会だより№26　令和7年12月1日 6



令和6年度

決算

浜川1・3号橋等の補修工事を行いました。

充実した返礼品を用意し町の知名度向上と地場産業
の振興を図りました。

橋りょう補修事業橋りょう補修事業

ふるさと納税事業ふるさと納税事業

学校施設建設事業学校施設建設事業

旧作田保育所解体工事旧作田保育所解体工事

学校施設建設のため、用地測量・地質調査・設計を
行いました。

作田地区津波避難タワー建設のため、旧作田保育所
を解体しました。

財源： 地方債 8880万円財源： 地方債 8880万円
　町　 10万円　町　 10万円

財源：　町　 1億9474万円財源：　町　 1億9474万円

財源： 地方債 4380万円財源： 地方債 4380万円
　国　 2483万円　国　 2483万円
　町　 159万円　町　 159万円

財源： 地方債 550万円財源： 地方債 550万円
基金繰入金 1975万円基金繰入金 1975万円
　町　 1億1138万円　町　 1億1138万円

8890
万円

1億111
3663
万円

総務経済常任委員会総務経済常任委員会

Q. 交通安全対策費にカーブミラーに係るものも含まれると
のことだが、必要か所に全て対応できているのか。

A. 【総務課】新設4か所については自治区長や住民からの要望
により現地確認し、適宜対応しました。修理箇所11か所
についても随時対応しております。

Q. 需用費の工事請負費から修繕費に予算流用されている項
目があるが、主な理由は。

A. 【商工観光課】海岸に設置されている海水浴用放送設備の
配線が盗難されたことにより、修繕費（473,000円）とし
て流用しています。

Q. 令和6年度に購入したイノシシ用の罠は、アライグマ用に
も代用できるのか。

A. 【農林水産課】町で所持しているイノシシ用の罠はイノシ
シが罠内部の紐に引っかかると作動するものとなってお

り、アライグマのような小型の動物では作動しない可能
性があります。

Q. 公園管理使用料について、説明では約21万円歳入が増加
したとのことであったが、内訳は。

A. 【まちづくり課】公園管理使用料全体では大きく3つに分か
れており、その中で、つくも学遊館は34,450円の減、ト
レーニングルームは218,030円の増、資料館等は63,100
円の増であり、フィットネスつくもの利用者が多かった
ことから合計で246,680円の増であります。

総務経済常任委員会

7022
万円

1億1
9474
万円

各常任委員会で令和６年度　   　決算について調査をしました各常任委員会で令和６年度　  

議会が注目した事業を紹介議会が注目した事業を紹介

九十九里町議会だより№26　令和7年12月1日7



ぞ
れ
減
額
し
、
資
本
的
支
出
を
5
6
5

万
1
千
円
増
額
し
ま
す
。

〈
内
容
〉

　

電
気
ガ
ス
料
金
負
担
軽
減
支
援
の
再

開
、
4
月
の
人
事
異
動
に
伴
い
配
置
職

員
が
確
定
し
た
こ
と
等
に
よ
る
人
件
費
、

お
よ
び
建
設
改
良
費
。

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す

る
条
例
及
び
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
「
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又

は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に

関
す
る
法
律
」及
び「
地
方
公
務
員
の
育

児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
」等
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
子
の
年
齢
に
応
じ
た
職

員
の
柔
軟
な
働
き
方
を
実
現
す
る
た
め

の
措
置
の
拡
充
や
、
介
護
離
職
防
止
を

図
る
た
め
、
条
例
を
改
正
し
ま
す
。

財
産
の
取
得

　

町
消
防
団
第
2
分
団
第
2
部
に
配
備

し
て
い
る
消
防
自
動
車
を
更
新
す
る
た

め
、
購
入
契
約
を
締
結
し
ま
す
。

2
1
5
8
万
8
千
円
な
ど
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

　

補
正
額
は
、
1
3
4
万
2
千
円
を
増

額
し
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
19
億
1
6
3
4
万
2
千
円
と
し
ま

す
。

〈
内
容
〉

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
に
対

応
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料

1
3
4
万
2
千
円
。

ガ
ス
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

　

補
正
額
は
、
収
益
的
収
入
40
万
7
千

円
、
収
益
的
支
出
95
万
7
千
円
を
そ
れ

9
月
定
例
議
会

会
期
●
9
月
3
日
〜
9
月
19
日

　

令
和
7
年
第
3
回
定
例
議
会
は
、
町

長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
21
件
が
審
議

さ
れ
、
す
べ
て
原
案
通
り
承
認
、
可
決
、

認
定
、
同
意
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
7
件
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。一

般
会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）

　

補
正
額
は
、
9
7
3
5
万
円
を
増
額

し
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
70
億
1
2
8
7
万
4
千
円
と
し
ま
す
。

〈
主
な
も
の
〉

　

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費
シ
ス
テ
ム
改

修
委
託
料
3
8
5
万
円
、
児
童
措
置
費

シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
3
2
1
万
2
千

円
、
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
臨
時
交

付
金（
医
療
機
関
等
）6
1
0
万
円
、
浜

川
排
水
機
場
改
修
工
事
4
1
7
8
万
9

千
円
、
橋
り
ょ
う
補
修
工
事
5
3
2
万

円
、
給
与
改
定
等
に
よ
る
人
件
費

取
得
財
産
…
消
防
自
動
車（
1
台
）

契
約
の
相
手
方
… 

㈱
野
口
ポ
ン
プ
製
作

所

契
約
金
額
… 

2
8
6
6
万
4
2
0
0
円

（
税
込
）

教
育
長
の
任
命

　

教
育
委
員
会
教
育
長
の
鈴
木
弘
氏
が

任
期
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
鈴
木
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

教
育
委
員
会
委
員
の
川
崎
修
氏
が
任

期
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
斉

藤
愼
悟
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

議
会
に
上
程
さ
れ
た
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
‼

九十九里町議会だより№26　令和7年12月1日 8



西村 みほ 議員 ................
◆空き家対策について

◆町職員の働き方改革について

◆子育て支援について

p10

松井 由美子 議員 .............
◆災害対策について

◆投票率の向上への取り組みにつ
いて

p11

p●

谷川 優子 議員 ..............
◆CCS（二酸化炭素回収・貯留）
事業構想について

◆帯状疱疹ワクチン予防接種の助
成について

◆マイナンバーカード制度の運用
について

p13

善塔 道代 議員 ..............
◆奨学金返還支援制度について

◆帯状疱疹ワクチン接種について

◆防犯対策について

p12

※紙面の都合により掲載できなかった質問内※紙面の都合により掲載できなかった質問内
容は、町のホームページからご覧いただけ容は、町のホームページからご覧いただけ
ます。ます。

九
十
九
里
町
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

九
十
九
里
町
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

九十九里町 議会会議録 検索索

一般質問
9月定例議会

傍聴人数

でした。

今回は、

20人

九
十
九
里
町
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

九十九里町議会だより№26　令和7年12月1日9



　 

問 　
空
家
等
対
策
計
画
で
、
姉
妹
都

市「
上
市
町
」の
ゼ
ロ
円
空
家
制
度
※

の
導
入
に
つ
い
て
検
討
は
さ
れ
て
い

る
か
。

答
【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】町
直
営
の

ゼ
ロ
円
空
家
制
度
の
導
入
は
予
定
し

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
空
き
家
・
空
き

地
バ
ン
ク
に
登
録
で
き
な
い
物
件
の

受
け
皿
と
し
て
民
間
が
運
営
す
る

「
０
円
マ
ッ
チ
ン
グ
」へ
の
物
件
登
録

に
つ
い
て
、
所
有
者
に
周
知
を
行

い
、
本
町
の
空
き
家
・
空
き
地
の
有

効
活
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

空
き
家
対
策

　 

問 　
本
町
の
空
き
家
対
策
の
現
状
に

つ
い
て
。

答
【
町
長
】住
民
か
ら
の
情
報
提
供

を
基
に
現
地
調
査
を
行
い
、
適
正
に

管
理
さ
れ
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る

場
合
に
は
、
町
環
境
美
化
条
例
に
基

づ
き
所
有
者
へ
適
切
な
管
理
を
す
る

よ
う
指
導
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　 

問 　
今
後
の
空
き
家
対
策
に
関
す
る

町
の
方
針
は
。

答
【
町
長
】令
和
６
年
に
、
本
町
の

区
域
内
に
あ
る
空
家
等
の
状
況
を
把

握
す
る
た
め
、
空
家
等
実
態
調
査
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。
令
和
７
年
度

は
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
空
家
等
対
策

計
画
の
策
定
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

職
員
の
働
き
方
改
革

　 

問 　
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
、
週
休

３
日
制
な
ど
、
柔
軟
な
勤
務
形
態
の

導
入
検
討
は
。

答
【
町
長
】町
と
し
て
も
職
員
の
働

き
や
す
い
勤
務
環
境
の
整
備
は
大
変

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
こ
と

の
な
い
よ
う
、
職
員
の
ニ
ー
ズ
を
調

査
し
、
先
進
自
治
体
の
事
例
を
参
考

に
し
な
が
ら
働
き
方
改
革
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　 

問 　
町
職
員
に
関
わ
る
兼
業（
副
業
）

許
可
の
実
態
に
つ
い
て
。

答
【
町
長
】職
員
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

や
地
域
活
動
へ
の
参
画
が
、
公
務
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
や
人
材
確
保
に
つ
な

が
る
と
の
観
点
か
ら
、
兼
業
し
や
す

い
職
場
環
境
の
整
備
に
も
配
慮
す
る

よ
う
本
年
６
月
に
総
務
省
か
ら
示
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、
国
の
考

え
方
も
踏
ま
え
つ
つ
、
法
令
及
び
関

係
規
定
に
基
づ
き
、
適
切
に
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
支
援

　 

問 　
妊
娠
時
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま

で
一
貫
し
た「
伴
走
型
相
談
支
援
」に

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
を
取
り
入
れ
る
こ

と
に
関
し
て
の
進
捗
状
況
は
。

答
【
町
長
】よ
り
手
厚
く
、
適
切
な

支
援
を
行
う
た
め
、
対
面
に
よ
る
相

談
を
基
本
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
相
談
者
の
利
便
性
に
も
配
慮

し
、
ラ
イ
ン
町
役
場
を
活
用
し
、
相

談
内
容
に
よ
っ
て
は
ラ
イ
ン
で
の
対

応
を
行
う
と
と
も
に
、
町
か
ら
の
情

報
提
供
や
面
談
の
予
約
等
に
も
ラ
イ

ン
を
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
と
め

　

空
家
対
策
、
子
育
て
支
援
に
関
し

て
も
重
点
的
に
取
り
組
む
と
町
長
が

お
っ
し
ゃ
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
民

間
業
者
と
連
携
し
な
が
ら
職
員
の
負

担
を
増
や
さ
ず
、
定
住
人
口
を
増
加

さ
せ
、
子
育
て
し
や
す
い
自
治
体
を

目
指
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
要
望

い
た
し
ま
す
。

西
にし

村
むら

 みほ 議員

住み続けたい町「九十九里」を目指して

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

（
※
） 上
市
町
の「
ゼ
ロ
円
空
家
制
度
」

町
内
に
あ
る
空
き
家
の
所
有
者
が
譲
渡
価
格

０
円
で
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
で

あ
り
、
購
入
希
望
者
は
無
償
で
家
を
譲
り
う

け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
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海と共に生きる安全・安心の町づくりを！

提
供
し
ま
す
が
、
個
人
の
携
帯
電
話

も
活
用
で
き
る
よ
う
、
充
電
用
の
電

源
の
確
保
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　 

問 　
避
難
所
で
の
防
暑
対
策
に
つ
い

て
は
。

答
【
町
長
】夏
季
に
お
け
る
避
難
所

は
、
室
内
温
度
も
上
昇
し
や
す
い
環

境
に
あ
り
、
熱
中
症
の
発
生
が
危
惧

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
津
波
警

報
に
よ
り
避
難
所
と
し
て
使
用
さ
れ

た
九
十
九
里
中
学
校
の
体
育
館
は
、

構
造
上
、
外
気
温
の
影
響
を
受
け
や

す
く
、
ま
た
、
冷
房
設
備
が
整
っ
て

い
な
い
た
め
、
ま
ず
窓
や
出
入
口
の

開
放
に
よ
る
放
熱
、
遮
光
カ
ー
テ
ン

に
よ
る
日
射
遮
蔽
を
行
う
こ
と
を
基

本
と
し
て
お
り
ま
す
。
加
え
て
、
大

型
扇
風
機
や
冷
風
機
な
ど
使
用
す
る

ほ
か
、
飲
料
水
の
配
布
を
行
い
、
熱

中
症
の
予
防
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
、
高
齢
者
や
乳
幼
児
、

体
調
不
良
者
に
つ
い
て
は
、
必
要
に

応
じ
て
冷
房
設
備
が
整
備
さ
れ
て
い

る
教
室
を
避
難
場
所
と
し
て
開
放
し
、

対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、

災
害
対
策

　 
問 　
避
難
所
で
の
情
報
提
供
に
つ
い

て
町
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

答
【
町
長
】避
難
所
で
の
情
報
提
供

は
、
避
難
者
が
安
心
し
て
避
難
所
生

活
を
送
る
た
め
に
は
、
非
常
に
重
要

な
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
一
方
で
、
発
災
直
後
に
お
き
ま

し
て
は
、
ま
ず
避
難
所
を
開
設
し
、

避
難
者
を
安
全
に
受
け
入
れ
る
こ
と

が
最
優
先
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ト

イ
レ
や
洗
面
所
の
場
所
と
い
っ
た
避

難
所
で
の
生
活
に
必
要
と
な
る
情
報

に
つ
き
ま
し
て
は
、
掲
示
を
通
じ
て

速
や
か
に
お
伝
え
す
る
よ
う
努
め
て

お
り
ま
す
。
災
害
情
報
は
、
ラ
ジ
オ

な
ど
に
よ
り
避
難
さ
れ
て
い
る
方
に

避
難
者
の
健
康
と
安
全
確
保
に
向
け
、

災
害
協
定
に
基
づ
く
資
機
材
の
調
達

や
空
調
設
備
を
有
す
る
避
難
所
へ
の

分
散
避
難
な
ど
、
状
況
に
応
じ
た
対

応
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　 

問 　
職
員
の
避
難
所
運
営
訓
練
は
ど

の
よ
う
に
実
施
し
て
い
る
の
か
。

答
【
町
長
】町
で
は
、
災
害
時
に
お

け
る
円
滑
な
避
難
所
運
営
を
確
保
す

る
た
め
、
役
場
職
員
を
対
象
に
非
常

参
集
訓
練
を
は
じ
め
、
避
難
所
設
営

訓
練
、
炊
き
出
し
訓
練
、
図
上
訓
練

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
訓
練

は
、
避
難
所
開
設
か
ら
受
け
入
れ
、

避
難
者
の
名
簿
管
理
や
物
資
配
布
、

生
活
支
援
、
情
報
提
供
ま
で
の
一
連

の
業
務
を
想
定
し
、
職
員
が
役
割
分

担
に
従
っ
て
行
動
す
る
実
践
的
な
も

の
と
な
っ
て
お
り
、
初
動
対
応
の
迅

速
化
や
情
報
伝
達
の
精
度
向
上
、
避

難
者
へ
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
つ

な
げ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
避
難
所

の
運
営
に
つ
い
て
は
、
７
月
30
日
に

発
表
さ
れ
た
津
波
警
報
へ
の
対
応
を

検
証
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
も

行
い
、
さ
ら
な
る
円
滑
な
避
難
所
運

営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　 

問 　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
補
助
制
度

の
創
設
に
つ
い
て
町
の
考
え
は
。

答
【
町
長
】近
年
発
生
し
た
大
規
模

地
震
に
お
き
ま
し
て
は
、
電
気
を
原

因
と
す
る
火
災
、
い
わ
ゆ
る
電
気
火

災
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
町
で

は
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
は
地
震

発
生
時
に
お
け
る
電
気
火
災
の
防
止

に
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
町
主
催
の
防
災
訓
練
時
に
関

連
企
業
と
連
携
し
、
普
及
啓
発
活
動

を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
に
つ
い
て

は
、
国
の
防
災
基
本
計
画
に
お
い

て
、「
普
及
に
努
め
る
も
の
」と
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
町
の
地
域
防
災

計
画
に
も
位
置
付
け
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
関
係
者
と
連
携
し
、
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
の
必
要
性
や
電
気
火
災
の

危
険
性
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
、
町

民
へ
の
周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
な
お
、
補
助
制
度
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
国
や
県
の
支
援
制
度
の
状

況
な
ど
を
踏
ま
え
適
切
に
対
応
し
て

ま
い
り
ま
す
。

松
まつ

井
い

 由
ゆ

美
み

子
こ

 議員

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問
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問 　
地
方
就
職
学
生
支
援
事
業
に
つ

い
て
伺
う
。

答
【
企
画
政
策
課
長
】奨
学
金
返
還

支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
る
地
方
公

共
団
体
の
み
が
交
付
対
象
と
な
り
ま

す
。
本
町
は
、
本
年
度
か
ら「
奨
学

金
返
還
支
援
事
業
」を
開
始
し
、
交

付
対
象
団
体
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

今
後
、
地
方
就
職
学
生
支
援
事
業
の

事
業
化
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種

　 

問 　
定
期
接
種
対
象
者
へ
の
取
り
組

み
状
況
は
。

答
【
町
長
】令
和
７
年
度
か
ら
定
期

接
種
の
B
類
疾
病
に
位
置
付
け
ら

れ
、
年
度
内
に
65
歳
を
迎
え
る
方
を

対
象
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
経
過
措
置
と
し
て
、
65
歳
以
上

の
５
歳
刻
み
の
方
も
定
期
接
種
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
接
種
費
用
に
対
し
、

生
ワ
ク
チ
ン
は
２
，５
０
０
円
、
不

活
化
ワ
ク
チ
ン
は
１
回
あ
た
り
６
，

５
０
０
円
、
２
回
ま
で
助
成
し
て
お

り
ま
す
。

奨
学
金
返
還
支
援
制
度

　 

問 　
奨
学
金
返
還
支
援
の
補
助
を
受

け
ら
れ
る
対
象
者
の
要
件
は
。

答
【
町
長
】人
口
減
少
対
策
と
し

て
、
奨
学
金
返
還
者
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
本
町

へ
の
定
住
、
特
に
Ｕ
タ
ー
ン
を
促
す

こ
と
を
目
的
に
、
九
十
九
里
町
奨
学

金
返
還
支
援
事
業
補
助
金
を
開
始
。

　

本
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
３
年

以
上
居
住
す
る
意
思
が
あ
る
こ
と

や
、
40
歳
未
満
で
就
労
し
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
大
学
等
の
在
学
中
に
奨

学
金
を
借
り
、
本
年
４
月
１
日
以
降

に
、
自
ら
そ
の
奨
学
金
の
返
還
を
開

始
す
る
な
ど
の
要
件
を
満
た
す
方

が
、
補
助
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

　 

問 　
定
期
接
種
の
対
象
年
齢
以
外
に

対
し
て
の
町
単
独
補
助
の
実
施
は
。

答
【
町
長
】現
在
の
と
こ
ろ
、
町
単

独
の
補
助
の
実
施
に
つ
い
て
は
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
。

防
犯
対
策

　 

問 　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て
、

県
の
補
助
事
業
の
中
で「
市
町
村
か

ら
自
治
会
等
へ
の
間
接
補
助
を
含

む
」と
あ
り
ま
す
。
町
か
ら
各
自
治

区
へ
希
望
を
聞
く
よ
う
な
対
応
は
。

答
【
総
務
課
長
】本
年
４
月
に
自
治

区
長
を
対
象
と
し
、
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
に
つ
い
て
意
向
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
現
在
、
調
査
結
果
を
基
に
設

置
希
望
箇
所
に
お
け
る
必
要
性
の
検

証
を
東
金
警
察
署
と
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、
検
証
状

況
に
応
じ
、
設
置
希
望
箇
所
に
つ
い

て
の
方
針
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　 

問 　
自
治
区
か
ら
の
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
の
要
望
は
何
箇
所
で
、
検
証
に
要

す
る
時
間
は
。

答
【
総
務
課
長
】自
治
区
か
ら
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
要
望
は
１
０
９
箇

所
、
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
設
置
要
望
箇
所
に
つ
き
ま
し
て

は
、
防
犯
上
の
有
効
性
や
設
置
の
必

要
性
等
を
精
査
す
る
た
め
、
東
金
警

察
署
に
お
い
て
現
地
の
状
況
確
認
や

犯
罪
発
生
状
況
の
分
析
な
ど
、
詳
細

な
検
証
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
全
て
の
候
補
地

に
つ
い
て
検
証
が
完
了
す
る
ま
で
に

は
、
一
定
の
期
間
を
要
す
る
見
込
み

で
あ
り
ま
す
。

　 

問 　
家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ
の
補
助
支

援
は
。

答
【
総
務
課
長
】先
進
自
治
体
に
お

い
て
、
カ
メ
ラ
の
購
入
や
設
置
に
か

か
る
費
用
と
補
助
し
て
い
る
事
例
も

承
知
し
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

中
で
、
家
庭
用
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
補

助
に
つ
い
て
は
、
検
討
課
題
と
し
て

整
理
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

善
ぜん

塔
とう

 道
みち

代
よ

 議員

九十九里町最高！と言えるまちづくりを！

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問
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大企業の排出する二酸化炭素を九十九里沖に貯留

え
る
も
の
で
地
震
誘
発
リ
ス
ク
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
C
C
S
事
業
は

今
後
10
年
間
に
官
民
で
４
兆
円
の
投

資
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が

C
O
２
を
確
実
で
安
定
的
に
分
離
・

回
収
、
輸
送
、
貯
留
す
る
技
術
は
確

立
し
て
い
ま
せ
ん
。
リ
ス
ク
が
高
く

経
済
性
が
な
い
事
業
に
巨
額
の
国
費

と
民
間
投
資
を
促
し
て
い
ま
す
。
九

十
九
里
海
岸
が
貯
留
地
の
候
補
地
に

な
っ
て
い
ま
す
。
九
十
九
里
町
民
へ

の
説
明
は
、
い
つ
頃
予
定
さ
れ
て
い

る
の
か
。

答
【
町
長
】本
年
７
月
よ
り
、
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
の
沿
線
市
町
の
住
民
説
明

会
が
内
房
地
域
か
ら
順
次
開
催
さ

れ
、
事
業
概
要
の
説
明
と
地
域
住
民

か
ら
の
意
見
聴
取
が
行
わ
れ
た
と
伺

っ
て
い
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
は
、

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
沿
線
の
住
民
説
明
会

を
本
年
10
月
か
ら
12
月
の
間
に
開
催

す
る
予
定
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
試
験
掘
削
に
つ
い
て
の
住
民
説

明
会
も
予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
現
時
点
で
は
開
催
日
は
決
ま

っ
て
い
ま
せ
ん
。

C
C
S（
二
酸
化
炭
素
回
収
・

貯
留
）事
業
構
想

　 
問 　
発
電
所
や
石
油
精
製
所
な
ど
か

ら
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素（
C
O

２
）を
回
収
・
輸
送
し
て
地
中
に
貯

留
す
る
技
術
が
C
C
S
で
す
。
日
本

製
鉄
所
君
津
地
区
及
び
京
葉
臨
海
工

業
地
帯
の
複
数
産
業
よ
り
排
出
さ
れ

る
二
酸
化
炭
素
を
道
路
地
中
に
埋
め

込
ん
だ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
九
十
九
里

外
房
沖
の
地
中
に
貯
留
す
る
事
業
が

進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

C
C
S
事
業
は
大
手
電
力
会
社
な
ど

が
50
年
に
向
け
て
化
石
燃
料
を
使
い

続
け
る
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
す
。
ま

た
地
中
深
く
C
O
２
を
圧
入
す
る
こ

と
自
体
、
環
境
に
大
き
な
負
荷
を
与

　 

問 　
回
収
さ
れ
た
二
酸
化
炭
素
の
貯

留
地
が
九
十
九
里
海
岸
に
設
置
計
画

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
町
の
危
険
性

の
認
識
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答
【
町
長
】今
後
、
九
十
九
里
沖
で

安
全
に
貯
留
可
能
か
を
確
認
す
る
た

め
の
地
下
地
盤
の
調
査
を
進
め
、
そ

の
結
果
を
基
に
、
法
律
に
基
づ
い
た

安
全
対
策
が
講
じ
ら
れ
、
安
全
と
認

め
ら
れ
た
う
え
で
、
国
に
よ
り
事
業

化
の
可
否
が
判
断
さ
れ
る
と
伺
っ
て

お
り
ま
す
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

の
助
成

　 

問 　
令
和
７
年
度
か
ら
国
は
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
予
防
接
種
の
一

部
助
成
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
対
象
の
年
齢
以
外

の
接
種
や
対
象
期
間
外
の
接
種
は
全

額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
県
内
市

町
村
の
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
助

成
制
度
が
行
わ
れ
て
い
る
自
治
体
は

24
年
現
在
で
28
自
治
体
と
な
っ
て
い

ま
す
。
50
歳
以
上
の
定
期
接
種
非
該

当
者
へ
の
任
意
接
種
の
助
成
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

答
【
町
長
】50
歳
以
上
の
定
期
接
種

非
該
当
者
へ
の
任
意
接
種
の
助
成
に

つ
い
て
現
在
の
と
こ
ろ
実
施
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　 

問 　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接

種
対
象
者
が
50
〜
64
歳
に
つ
い
て
国

の
責
任
に
お
い
て
拡
充
が
で
き
る
よ

う
要
望
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

答
【
健
康
福
祉
課
長
】帯
状
疱
疹
の

定
期
接
種
に
つ
い
て
は
、
今
年
の
４

月
か
ら
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
今

後
の
接
種
率
や
罹
患
状
況
等
に
注
視

し
、
必
要
に
応
じ
て
国
へ
の
要
望
も

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

谷
たに

川
かわ

 優
ゆう

子
こ

 議員

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問
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結 果 を 公 開

議
案
番
号

上程された議案名

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

議
決
結
果

小
野
谷
元
伸

阿
井
賢
一

松
井
由
美
子

西
村
み
ほ

小
川
浩
安

原
田
教
光

鑓
田
貴
俊

中
村
義
則

古
川　

徹

内
山
菊
敏

善
塔
道
代

細
田
一
男

髙

　

功

谷
川
優
子

町長提出議案

議 案
第 1 号

専決処分の承認を求めることについて
【令和7年度九十九里町一般会計補正予算（第2号）】
令和7年7月20日執行の参議院議員通常選挙の実施等のため増額補正

承　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第 2 号

令和7年度九十九里町一般会計補正予算（第3号）
8ページ参照 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第 3 号

令和7年度九十九里町給食事業特別会計補正予算（第1号）
人事異動等による人件費の減額補正 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第 4 号

令和7年度九十九里町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
8ページ参照 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第 5 号

令和7年度九十九里町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
システム改修委託料による増額補正 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第 6 号

令和7年度九十九里町介護保険特別会計補正予算（第1号）
令和6年度の事業費確定等による予算の増額補正 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第 7 号

令和7年度九十九里町農業集落排水事業会計補正予算（第1号）
給与改定による人件費の増額補正 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第 8 号

令和7年度九十九里町ガス事業会計補正予算（第1号）
8ページ参照 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第 9 号

令和6年度九十九里町一般会計歳入歳出決算の認定について
4～7ページ参照 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議 案
第10号

令和6年度九十九里町給食事業特別会計歳入歳出決算の認定について
4～7ページ参照 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議 案
第11号

令和6年度九十九里町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて
4～7ページ参照

認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議 案
第12号

令和6年度九十九里町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて
4～7ページ参照

認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議 案
第13号

令和6年度九十九里町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
4～7ページ参照 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議 案
第14号

令和6年度九十九里町病院事業特別会計歳入歳出決算の認定について
4～7ページ参照 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議 案
第15号

令和6年度九十九里町農業集落排水事業会計決算の認定について
4～7ページ参照 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

9月定例議会

九十九里町議会だより№26　令和7年12月1日 14



議 会 審 議
9月定例議会

議
案
番
号

上程された議案名

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

議
決
結
果

小
野
谷
元
伸

阿
井
賢
一

松
井
由
美
子

西
村
み
ほ

小
川
浩
安

原
田
教
光

鑓
田
貴
俊

中
村
義
則

古
川　

徹

内
山
菊
敏

善
塔
道
代

細
田
一
男

髙

　

功

谷
川
優
子

議 案
第16号

令和6年度九十九里町ガス事業会計決算の認定について
4～7ページ参照 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

議 案
第17号

職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び職員の育児休業等に関する
条例の一部を改正する条例の制定について
8ページ参照

可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第18号

財産の取得について
8ページ参照 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第19号

教育委員会教育長の任命につき議会の同意を求めることについて
8ページ参照 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第20号

教育委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて
8ページ参照 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案
第21号

地方独立行政法人東金九十九里地域医療センターの中期目標を定める
ことについて
地方独立行政法人法第25条第1項の規定により、東金九十九里地域医療センタ
ーの達成すべき業務運営に関する4年間の中期目標を定める

可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

　賛成…○　　反対…×　　欠席…欠　　※議長（鑓田貴俊議員）は採決に加わりません。

町長提出報告 ※報告のみ（採決なし）

報 告
第 1 号

令和6年度九十九里町健全化判断比率の報告について
国の定める基準を下回っており、健全財政を維持

報 告
第 2 号

令和6年度九十九里町農業集落排水事業会計の資金不足比率の報告について
国の定める基準を下回っており、健全財政を維持

報 告
第 3 号

令和6年度九十九里町ガス事業会計の資金不足比率の報告について
国の定める基準を下回っており、健全財政を維持

報 告
第 4 号 私債権の放棄について（ガス料金）

報 告
第 5 号 地方独立行政法人東金九十九里地域医療センターの経営状況について

報 告
第 6 号 地方独立行政法人東金九十九里地域医療センターの令和6事業年度における業務実績に関する評価結果について

報 告
第 7 号

地方独立行政法人東金九十九里地域医療センターの第4期中期目標の期間の終了時に見込まれる中期目標の期間における
業務実績に関する評価結果について

九十九里町議会だより№26　令和7年12月1日15



発
行
／
九
十
九
里
町
議
会

編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

☎
0475-70-3135　

FA
X
 0475-70-3188

https://w
w
w
.tow

n.kujukuri.chiba.jp/
九
十
九
里
町
議
会
だ
よ
り

№
26
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12月

1日

※本案はおおむねの日程であり、招集日前
の議会運営委員会で協議されます。

12月定例議会予定
12
月

4日㈭ 開会／一般質問

5日㈮ 一般質問

9日㈫ 質疑・採決

議会活動日誌

7
月

1日 社会を明るくする運動推進委員会
3日

町議会行政視察研修
4日
11日 山武郡市議会議員研修会
14日 学校給食センター運営委員会
17日 東金九十九里地域医療センター評価委員会

18日 九十九里町議会議員研修会
美しい作田川を守る会定期総会

22日 例月出納検査
24日

山武郡市議会議長会視察研修
25日
29日 生涯学習推進協議会会議

31日 議会だより編集委員会
千葉県町村議会議員研修会

8
月

1日 東金九十九里地域医療センター評価委員会
2日 ふるさとまつり

6日 山武郡市広域行政組合議会臨時会
第1回定期監査（財政課・企画政策課）

7日 第1回定期監査（総務課・住民課・税務課）
8日 東金市外三市町清掃組合議会全員協議会

13日 令和6年度決算審査（企画政策課・
税務課・財政課）

14日 令和6年度決算審査（総務課・社会
福祉課・住民課）

18日

令和6年度決算審査（健康福祉課・
商工観光課・農林水産課）
山武郡市広域水道企業団議会8月定
例会・協議会
民生委員推薦会

19日
令和6年度決算審査（教育委員会
事務局・まちづくり課・伝票調査）
地域福祉計画策定委員会

20日 例月出納検査
九十九里地域水道企業団理事会

21日 自衛隊協力会総会
山武郡市広域行政組合議会定例会

25日 議会運営委員会
全員協議会

9
月

3日 9月定例議会

4日 9月定例議会
議会運営委員会

5日 9月定例議会
議会だより編集委員会

9日 9月定例議会

11日 総務経済常任委員会【決算説明】
（財政課・商工観光課・農林水産課・ガス課）

12日 総務経済常任委員会【決算説明】
（総務課・まちづくり課・企画政策課）

16日 文教民生常任委員会【決算説明】
（教育委員会事務局・税務課・住民課）

17日 文教民生常任委員会【決算説明】
（健康福祉課・社会福祉課）

19日 9月定例議会
議会運営委員会

22日 例月出納検査
27日 九十九里小学校運動会

会

委員長　谷 川 優 子　　副委員長　西 村 み ほ
委　員　内 山 菊 敏　　原 田 教 光　　小 川 浩 安
　　　　松井由美子　　阿 井 賢 一　　小野谷元伸

議会だより
編集委員会

ご意見・ご感想などのあて先
〒283-0195　九十九里町片貝 4099番地
九十九里町議会事務局
九十九里町　議会事務局　お問い合わせ 検索

2025年7月～9月

九十九里町 議会 検索

9月定例会に行われた詳しい内容
は、町のホームページをご覧くだ
さい。

7/11 山武郡市議会議員研修会
　少子高齢化・人口減少に伴う地域の問題点から、持続
可能なまちづくりについて考え、ご講演をいただきました。
【内容】「持続可能なまちづくり」
【講師】一般社団法人Maniken　代表理事
 中村 　健 氏

7/18 町議会議員研修会
　議会での質問や質疑について改めて考察し、今後の
議会運営や議会改革に対する課題について学びました。
【内容】 「その質問、何のため？　議員の質問を再検証！

　―議会改革の到達点を活用する―」
【講師】大正大学公共政策学科教授 江藤 俊昭 氏

7/31 千葉県町村議会議員研修会
　地方議員として、日本の食料問題や地域の農業につ
いて、また異常気象による災害リスク回避に向けた情報
収集・活用方法等について学びました。
【内容】「今後の食糧情勢と日本農業の課題」
【講師】 東京大学大学院　農学生命科学研究科　特任教授

 鈴木 宣弘 氏
【内容】 「気候変動・異常気象とこれからの防災・減災対策

　～災害リスクを回避するための天気予報の見方・
　聞き方・活かし方～」

【講師】株式会社南気象予報士事務所 黒木 愛子 氏

行ってきました！！
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